
 

 

 

 

 

 

 ＯＤＦ解析後のＩｎｖｅｒｓｅデータ評価用 

 ＯＤＦＩｎｖｅｒｓｅＣｈｅｃｋｅｒソフトウエア 
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    ２０１６年０９月２１日 

     HelperTex Office 

      

    http://www.geocities.jp/helpertex2 

 

 

 

 



概要 

 ＬａｂｏＴｅｘ、ＴｅｘＴｏｏｌｓ解析後のＩｎｖｅｒｓｅデータを比較すると 

   データに相違が見られる。双方とも、Ｉｎｖｅｒｓｅ解析結果のテキストデータが出力されている。 

   このテキストデータを元に、評価を行うソフトウエアとして本ソストウエアを作成した。 

   結果は、ＬａｂｏＴｅｘは非対称で解析が行われ、ＴｅｘＴｏｏｌｓは対称で解析されている事が 

   分かります。 

ソフトウエアの使い方 

 C:¥CTR¥bin¥ODFInverseChecker.jarをマウスでダブルクリック 

 あるいは ODFPoleFigure2 の Tookit->ODFAfterTools->ODFInverseChekerをクリック 

  

 

 データ種類選択 

 

 

 ファイル選択 

 



入力ファイル 

  

 ＯＤＦ解析結果から再計算されたＩｎｖｅｒｓｅファイルで、ファイル内に１方向のデータに 

 限ります。ＬａｂｏＴｅｘではＰＦ－ＥｘｐｏｒｔでＩｎｖｅｒｓｅファイルが作成される。 

 ＬａｂｏＴｅｘのように複数の極点図やＩｎｖｅｒｓｅデータを含めるとＥｒｒｏｒとなり 

 読み込めません。  

データを入力すると、Ｉｎｖｅｒｓｅ図が表示されるが、ステレオ三角形ではありません。 

LaboTexの場合 

１．は００１を表す（ND） α方向   β方向 

 

 

TexToolsの場合 

（０，０）＝ND 

 



実験のための入力データを作成（ＬａｂｏＴｅｘのＭｏｄｅｌ ＯＤＦ） 

Ｈｅｘａｇｏｎａｌのマグネシウムを想定してＯＤＦ図を作成 

  

ＬａｂｏＴｅｘではＩｎｖｅｒｓｅデータを作成（００１，０１０，１００） 

ＴｅｘＴｏｏｌｓでは再計算極点図（１００），（００２），（１０１）を作成 

 再計算極点図のＥｘｐｏｒｔ 

 ＯＤＦＡｆｔｅｒＴｏｏｌｓのＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅソフトウエアでＴＸＴ２に変換 

 ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアでＴｅｘＴｏｏｌｓ極点図に変換 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓでＯＤＦ解析 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓのＩｎｖｅｒｓｅデータ(０、０)ND（９０，９０）TD、（９０，０）RDを作成 

ＬａｂｏＴｅｘとＴｅｘＴｏｏｌｓを比較 

又、非対称ＯＤＦ図も比較する 

 



対称の場合 

ＬａｂｏＴｅｘ     ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 

   

 

ＬａｂｏＴｅｘの場合、０をマイナス６０度回転し、９０－＞３６０度の拡張が行われている模様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



非対称の場合（ＴｅｘＴｏｏｌｓと合わせるためにＬａｂｏＴｅｘをＣＣＷとした） 

オリジナルＭｏｄｅｌ ＯＤＦ 

 

ＣＣＷで比較 

 ＬａｂｏＴｅｘ    ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 

 

 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓでは非対称で解析しても、Ｉｎｖｅｒｓｅは３０度の平均化を行って解析される。 

しかし、ＬａｂｏＴｅｘでは、対称、非対称に関わらず、６０度の対称として解析が行われている。 

この為、ＣＷ，ＣＣＷでも異なる。 

ＬａｂｏＴｅｘの極点図は通常、ＣＷ，ＴｅｘＴｏｏｌｓは通常ＣＣＷである。 

 

このＣＣＷ，ＣＷのデータ変換はＰＦｔｏＯＤＦ３で行われている。 

 

 

 



ＣＷ－ＣＣＷ変換 

 

   ＬａｂｏＴｅｘ－ＣＷ（デフォルト）  ＬａｂｏＴｅｘ－ＣＣＷ 

 

  ＴｅｘＴｏｏｌｓ－ＣＣＷ（デフォルト）   ＴｅｘＴｏｏｌｓ－ＣＷ 

 デフォルトとは、ＯＤＦが入力として要求している回転方向 

 ＣＷのＴＤ方向は極点図の右方向 

 ＣＣＷのＴＤ方向は極点図の左方向 

 


